
保険診療のしくみ

～保険診療を正しく理解しよう～

我が国の医療に関係する法律

および

医療保険制度と保険診療の概要について



本日の内容

★ 保険診療の仕組み

● 国民皆保険制度

● 健康保険法

★ 保険診療の留意点

★ 診療報酬改定への取り組みポイント



国民皆保険とはどういう意味でしょう・・・・・

① 全ての国民は原則として公的な医療保険に加入する

ことが義務付けられています。

② 傷病等で病院にかかる場合には保険証を提示し、

「患者負担金」を払えば、その残りを保険者が医療機関に

支払う仕組みになっています。（レセプト請求）



国民皆保険制度の意義

① 国民全員を公的医療保険で補償

② 医療機関を自由に選ぶことができる（フリーアクセス）

③ 安い医療費で高度な医療

④ 社会保険方式を基本としつつ、皆保険を維持する為

公費を投入



我が国の医療保険制度

① 現在の医療保険制度の基礎となっているものは、

健康保険法である。

② この法律は、「国民健康保険事業の健全な運営を確保し、

それにより社会保障及び国民保険の向上に寄与すること」を

目的としている。（第一条）

③ 昭和33年に改正され制定された。



医療保険に加入する被保険者が、

医療が必要な状態になったとき、

医療費の一部を保険者が負担する制度

＜目的＞

• 国民健康保険事業の健全な運営を確保

• 社会保障及び国民保健の向上に寄与

我が国の医療保険制度



給付の範囲にはどのようなものがあるか

① 業務外の事由による疾病、負傷、死亡、出産に対して

保険給付を行う

② 業務上（出退勤途上を含む）、予防、健康相談、美容目的の

医療は給付外

③ 故意の自傷行為、少年院、監獄、労役場にいるときには

給付しない

④ 闘争、泥酔、著しい不行跡に起因するものはその全部又は一部を

給付しないことがある



給付の形態には2つの形態があります

① 現物給付

⇒通常の医療については、医療費を支給するのではなく、

医療行為を給付する。

※ 法的には「療養の給付」と呼びます。

② 現金給付

⇒傷病手当金、出産手当金、出産育児一時金、移送費、

埋葬料など



給付の期間・・・・・いつから いつまで？？

※ 通常は、病気やケガ（疾病）が発症してから治るまで

給付が受けられます。

ただし、一部限定があります。

①任意継続の場合⇒資格取得より2年間

②日雇特例被保険者⇒給付開始の日より1年間



一部負担金の支払い

被保険者 および 被扶養者は療養の給付を受けた場合、

医療機関に医療費の一部を「一部負担金」として支払う事が

義務付けられています。

また、医療機関も「一部負担金」を受領しなければなりません。

（ 療養担当規則 ）



医療保険の種類

① 被用者保険（職域保険）

② 地域保険（国民健康保険）

③ 退職者保険

④ 後期高齢者医療保険



被用者保険（雇用者保険）とは

• 職場に勤める人を対象とする職域保険

• 種類

– 全国健康保険協会管掌健康保険（01）

– 組合管掌健康保険（06）

– 船員保険（02）

– 国家公務員共済組合（31.35.36.37）

– 地方公務員等共済組合（32.33.34）

– 私立学校教職員共済（34）

– 自衛官（07）



地域保険とは

• 自営業などの勤務先を持たない人を対象とする保険

• 種類

– 国民健康保険（市区町村）

– 国民健康保険組合



退職者医療

• 企業退職者（厚生年金保険等の加入者）で老齢年金

• 給付を受けている65歳未満の人



後期高齢者医療保険

• 原則75歳以上の高齢者を対象とした独立した医療制度

• 65歳以上で一定の障害（疾病）がある

• 医療広域連合の認定を受けた人









日雇特例被保険者の保険

一般（03）：保険料支払い済

特別（04）：保険料未払い

保険料規定 １か月に26日分以上

６が月に78日分以上

日額で保険料が決まっていいる。



法別番号：63

保険者：各健康保険協会

対象者：組合管掌健康保険（06）の退職者

法別番号：72～75

保険者：各共済組合

対象者：各共済組合（31～34）





国保組合

医師、薬剤師、浴場業者（銭湯）、弁護士、理美容師、税理士、大工、左官業、芸能人
などの、同種の仕事を単位として設立した組合



医療保険給付と患者負担

• 医療保険では療養にかかった費用の一部を患者が

負担しなければならない

1.一部負担金・・・保険種別、年齢

2.入院時食事療養費と標準負担額

3.保険外併用療養費に係る特別の料金





一定以上所得がある者は2割



保険給付と患者負担：用語の説明
• 後期高齢者

⇒高齢者医療確保法による給付対象者

•前期高齢者

⇒65歳から74歳までの方が対象

• 高齢受給者

⇒健康保険により給付される、70歳～74歳の者

• 現役並み所得者

⇒ ①標準報酬月額28万円以上の者

②課税所得145万円以上の者等

※ 例外規定がありますので注意が必要



高額療養費制度

• 保険診療を受けた時、患者には自己負担が発生するが、その負担額には月ごとに

限度額が設けられている

• 限度額を超えた部分は「高額療養費制度」により保険給付される

• 自己負担限度額は、患者の年齢や所得に応じて異なる

















令和７年１月23日第192回社会保障審議会医療保険部会 資料より
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令和７年１月23日第192回社会保障審議会医療保険部会 資料より



令和７年１月23日第192回社会保障審議会医療保険部会 資料より



診療報酬請求について

診療月ごと、入院・外来別に

診療報酬明細書（レセプト）に記載

翌月10日までに提出

（支払基金・国保連合会）



保険診療以外のもの

• 保険外併用療養

– 選定療養

– 評価療養

• 実費徴収のルール

• 自由診療

• 混合診療

• 鍼灸治療 等

患者申出療養制度



保険外併用療養費

• 患者の希望で行う特別なサービス（選定療養）や保険導入前の

医療（評価療養）を受ける場合は特別なサービスや医療についての

料金が患者の自己負担とされる

• 基礎的医療に係る部分は保険外併用療養費として現物給付される



厚生労働省 資料より



選定療養

• 快適性・利便性に係るもの

– 特別の療養環境の提供・・・差額室料

– 予約診療

– 時間外診療

• 医療機関の選択に係るもの

– 200床以上病院の非紹介患者の初診

– 200床以上病院の再診

• 医療行為等の選択に係るもの

– 制限回数を超える医療行為・・・リハビリ、腫瘍マーカーなど

– 180日超え入院

患者さんへの説明と同意が必要
で、自費請求できない場合も規

定があります。



評価療養

• 医療技術に係るもの

– 先進医療・・・先進技術として承認されたもの

病院からの届出により実施可能となる

• 医薬品・医療機器に係るもの

– 医薬品の治験に係る診療

– 医療機器の治験に係る診療

– 薬価基準収載前の承認医薬品の投与

– 保険適用前の承認医療機器の使用

– 薬価基準に収載されている医薬品の適応外使用

– 保険適用されている医療機器の適応外使用

厚生局への届け出や年に1回
の定例報告、患者さんへの

説明などが必要



実費徴収可能な費用

• 療養とは直接関係のない医療サービスについては、患者から料金を

徴収することが認められている

– 「療養の給付と直接関係のないサービス等の取り扱いについて」

（平成20年保医発第0508001号）



費用徴収する場合の条件

①費用徴収するサービス内容・料金を掲示

②内容や料金について明確かつ懇切に説明し、

同意を確認（署名必要）

③徴収する費用は、社会的に適切なもの

④内容の判る領収書を発行

⑤曖昧な名目での費用徴収は認められない



実費徴収可能なもの

• 実費徴収可能なもの

①日常生活上のサービスに係る費用

– おむつ関係、病衣貸与（手術・検査着は除く）

– テレビ代、理髪代、クリーニング代

– ゲーム機・パソコンの貸出し、ＭＤ・ＣＤ・ＤＶＤプレーヤー及びソフトの貸出し

– 患者図書館の利用等

②公的保険給付とは関係のない文書の発行に係る費用

– 証明書代

– 診療録の開示手数料

– 外国人患者が自国の保険請求等に必要な診断書等の翻訳料等



実費徴収可能なもの

③診療報酬点数表上実費徴収が可能なものとして明記されている費用

– 在宅診療に係る交通費

– 薬剤の容器代（原則貸与） 等

④医療行為ではあるが治療中の疾病又は負傷に対するものではないものに

係る費用

– インフルエンザ等の予防接種

– 美容形成（しみとり等）

– 禁煙補助剤の処方

（ニコチン依存症以外の疾病で治療中の患者以外のものに対するもの） 等



実費徴収可能なもの

⑤その他

– 保険薬局における患家への調剤した医薬品の持参料

– 日本語を理解できない患者に対する通訳料

– 他院より借りたフィルムの返却時の郵送代

– 院内併設プールで行うマタニティスイミングに係る費用等



実費徴収不可なもの

①手技料等に包括されている材料やサービスに係る費用

– 入院環境等に係るもの

⇒寝具、冷暖房・電気代、清拭タオル、おむつの処理、電気アンカ・毛布、検査結果の印刷等

– 材料に係るもの

⇒衛生材料代、おむつ交換等で使用する手袋、手術時に使用する縫合糸等、

ウロバック、サポーター、三角巾、カプセル・分包紙代等

– サービスに係るもの

⇒手術前の剃毛、医療法において義務付けられている相談窓口の相談料、車椅子等の

消毒料、インターネット等により取得した情報提供、食事時のとろみ剤やフレーバー等



実費徴収不可なもの

②診療報酬の算定上、回数制限のある検査等を規定回数以上に行った場合の費用

（費用を徴収できるものとして別に厚生労働大臣の定めるもの除く）

③新薬・新医療機器・先進医療等に係る費用

– 薬事法の承認前の医薬品・医療機器（治験以外）

– 適応外使用の医薬品（評価療養以外）

– 保険適用となっていない治療方法（先進医療除く）









自由診療（保険外診療）

医療保険で認められていない治療法

国内未承認の抗がん剤

美容を目的とした歯科矯正や形成外科手術

診療報酬は医師の裁量で設定でき、

全額が患者の自己負担となる



混合診療

• 医療保険の中で、保険診療と自由診療が混在すること

• 医療行為の中に一部でも保険適応外の治療（自由診療）が含まれていると、

全てを自由診療とみなし、全額自己負担となっている

⇒（混合診療の禁止）



混合診療

• 医学の発展により、未認可であっても学問的には確立された治療法も

存在する

• このため、「患者本位の医療を実現する観点から、保険診療を受けながら、

対象外の治療は自由診療ができるようにしようという提言が出されているが、

現在認められていない



混合診療にあたる例

【ケース】

Ａ病を4月1日保険診療、同3日に保険適用外の特殊療法を実施し、
診察料も含めすべて自費診療。5日に再び保険診療。このように同一
月に同一疾病に対する保険と自費が混在する。

【解説】

混合診療に該当し認められない。Ａ病に係る保険適用外の特殊療法
を行っているので、保険と自費の日を変えても一連の治療と判断され不
可。



混合診療に該当しない例

【ケース】

保険診療で血液検査をした際に、患者から併せて血液型も調べてほしい
と依頼され、血液型の検査を自費徴収する。

【解説】

混合診療に該当しない。保険診療の対象疾患と関係のない検査であれ
ば、その検査費用を徴収することは差し支えない。



鍼灸治療と健康保険

• 鍼・灸・マッサージも神経痛、リウマチ、腰痛、頚椎捻挫等の適応疾患では、

医師の「施術同意書」があれば、医療保険での治療が可能

• 医師が同意した場合、医療機関での高度のリハビリテーションは終了したとみなされ、

医療機関でのリハビリテーションは保険適応にならない



健康保険の現金給付内容

• 傷病手当金

• 出産手当金

• 移送費（家族移送費）

• 埋葬料

協会けんぽを例に説明しましょう



傷病手当金

• 傷病手当金は、病気休業中に被保険者とその家族の生活を保障する制度

• 病気やけがのために会社を休み、事業主から十分な報酬が受けられない場合

に支給

– 休業4日目から支給（待機3日間）

– 1日につき、標準報酬額の3分の2

– 1年6ヶ月を限度

協会けんぽホームページより





出産育児一時金

• 被保険者及びその被扶養者が出産された時に協会けんぽ支部へ申請されると

1児につき42万円が支給される

– なお、多胎児の場合には、出産された胎児数分だけ支給されるので、

双生児の場合は、2人分が支給

• 妊娠4カ月以上で出産

協会けんぽホームページより



出産手当金

• 被保険者が出産のため会社を休み、収入がないときに支給される

– 被保険者や家族の生活を保障

– 安心して出産前後の休養ができるようにするために設けられている制度

– 1日につき、標準報酬額の約3分の2

– 出産前42日（多胎妊娠の場合は98日）

出産後56日

協会けんぽホームページより



計機健康保険組合 HPより



移送費

• 病気やけがで移動が困難な患者

• 医師の指示で一時的・緊急的必要があり移送された場合（現金給付）

• 支給要件・・・次のいずれにも該当

– 移送の目的の療養が保険診察として適切

– 患者が、療養の原因である病気やけがにより移動が困難であること。

– 緊急・その他、やむを得ないこと

協会けんぽホームページより



埋葬料・埋葬費

• 被保険者が亡くなったときは、埋葬を行う人に埋葬料または埋葬費が支給される

• 埋葬料

– 被保険者が死亡したときは、埋葬を行った家族

（被保険者に生計を維持されていた人であれば、被扶養者でなくてもかまわない）に

5万円の埋葬料が支給される

• 埋葬費

– 死亡した被保険者に家族がいないときは、埋葬を行った人に、

埋葬料の額（5万円）の範囲内で、埋葬にかかった費用が埋葬費として支給される

協会けんぽホームページより



保険診療の留意点



厚生労働省 公開資料より
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そもそも・・・・・ ・診療報酬が支払われる条件



厚生労働省 公開資料より
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保険診療とは

① 被保険者 および 被扶養者は、加入する保険者から発行された

「保険証」を保険医療機関に提示し、保険医の登録を受けた

医師の診察を受けます。

② 給付が行なわれる医療行為（検査、処置、処方、手術など）の

範囲は、「療養担当規則」に定められています。

③ 保険医療機関及び保険医はこの規則を遵守しなければ

いけません。



厚生労働省 公開資料より
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診療報酬改定へに対応



診療報酬改定への対応



中央社会保険医療協議会で協議している内容は？
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